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弘前学院大学社会福祉学部研究紀要投稿規程

第 1条（目的と名称）
　　弘前学院大学社会福祉学部は、本学部教員の学術研究の奨励及びその成果発表のために、学術 
雑誌を定期的に刊行する。
2　前項の学術雑誌は『弘前学院大学社会福祉学部研究紀要』（以下、「紀要」という。）と称する。

第 2条（発行と二次利用）
　　本紀要の発行は、各年度 1回とする。
2　本紀要に掲載された内容については、学内及び学外の指定機関において、電子化して二次利用 
できるものとする。学外の指定機関については、本学部教授会の議を経て、これを決定する。

第 3条（紀要編集委員会）
　　本紀要の編集および発行のために、本学部内に紀要編集委員会（以下、「編集委員会」という。）
を置く。
2　編集委員は、本学部教授会で選出された 5名の編集委員を以て構成する。
3　編集委員会は、互選によって委員長を選出する。
4　編集委員の任期は 1年とする。但し、再任を妨げない。

第 4条（投稿資格）
　　本紀要への投稿資格を有する者は次の通りとする。
　一、本学部専任教員（共著の場合には筆頭者であることを要する。）
　二、本学部非常勤講師および本学他学部教員で編集委員会の承認を得た者

第 5条（掲載項目）
　　本紀要に掲載する研究業績は未発表のものとし、原則として次の二種類とする。
　一、論説（article）
　二、研究ノート（interim research report）

第 6条（掲載手続）
　　本紀要に掲載する研究業績は、別に定めるところに従って、本規程第 4条に該当する者よりこ 
れを公募する。

第 7条（学術審査）
　　編集委員会は、提出された研究業績の専門分野に応じて、学内の教員の中から査読者（複数）
を選定し、審査を依頼する。但し、学内に適当な査読者のないときには、学外者を以てその任に 
当たらせることができる。
2　学術審査の結果は、次の通りとする。
一、採　用　掲載を可とする。
二、保　留　査読者の意見を付して著者に加除修正等を求める。この場合には、原稿の再提出

をうけて再度学術審査を行った上で、掲載の可否を決する。
三、不採用　掲載を不可とする。この場合には、不可とする理由を付さなければならない。
3　編集委員会は、前項各号のいずれにおいても、著者に対して、書面を以て、学術審査の結果
を伝達しなければならない。
4　編集委員会は、学術審査の結果に基づいて、掲載の可否を決定する。

第 8条（改正）
　　本規程の改正は本学部教授会の議を経なければならない。

付　則　　本規程は2004年12月 1 日から施行する。
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